別紙様式２（学外利用）

国立大学法人福島大学物品一時使用申請書・許可書
　　　　　                                              　　　　年　　月　  日

    福島大学使用責任者　殿

  　　                               一時使用者（申請者）      　　                             住所

          　　                         所属

              　　                     氏名                           
　　　　　
  　下記により貴学物品の一時使用を許可くださるよう申請します｡

  　なお、許可のうえは、「国立大学法人福島大学物品一時使用内規」を遵守します。

記

	使用物品等
	物品No：

物品名：

物品使用者（本学使用教員名）：

	使用形態
	□  装置使用（□初回事前講習）　　　　　　□ 　技術代行　　　

	使用場所
	

	使用
区分
	□ 回数パス
　　　回
	□  別紙様式３のとおり

※使用時間は物品の準備時間を含め物品を拘束する時間とする　

※複数日の使用を予定している場合は別紙様式３利用可　
· 　　 年　 月 　日　（　　）　 回 　 　時　 ～　　時（計　　　時間）(予定)

	
	□ 時間単位
	· 

	目的（研究課題）
	

	研究の概要
	

	本学の紹介者
	部局　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

	使用料納付者

（請求書送付先）
	住所：　　　　　　　　　　　　　所属：
役職：　　　　　　　　　　　　　氏名：

※請求書の宛名に記載します。料金支払いの責任を負う方をご記入ください。

	一時使用者（申請者）
連絡先
	e-mail：　

TEL：                   　  
※使用者が複数人いる場合は、名簿(様式任意)を併せて提出してください。



＜担当者使用欄＞

物品使用者承認　　部局　　　　　　　　　職名　　　　　　　氏名　　　　　　　

使用責任者承認　　部局　　　　　　　　　職名　　　　　　　氏名　　　　　　　

上記物品についての一時使用を　（　許可　・　不許可　）する。

　　年　　月　　日　　福島大学使用責任者
	請求金額（回数パス）
	　　　　　　　　円


※時間単位（後納）別紙様式４による。
（裏面もご覧ください）
●物品一時使用にあたっての留意事項
１ 使用形態について
　「装置使用」又は「技術代行」の何れにおいても、測定・試験結果に関する問合せや解析の依頼に係る費用は含まれておりません。これらについて、物品使用者へ依頼する場合には、別途費用を徴収させて頂きますので、くれぐれもご留意ください。

２ 実績報告について
　　一時使用の許可を受けた者（以下｢一時使用者｣という。）は、使用終了後速やかに、別紙様式４により使用責任者に使用実績を報告しなければならない。

３ 使用料について
使用料の支払いは、本学の発する請求書により、指定期日までに支払わなければならない。なお、指定期日までに支払わないときは、その翌日から納入の日までの日数に応じ、民法（明治２９年法律第８９号）第４０４条に定める法定利率で計算した金額を延滞金として支払わなければならない。また、「時間単位」使用の場合に、申請時（予定）と実際の時間数が異なることが考えられるが、使用料は実際の時間数にて請求する。
４ 目的外使用の禁止について
一時使用者は、使用の許可を受けた目的以外に物品を使用し、又は第三者に使用させてはならない。
５ 使用日時の変更について
　　一時使用者は、使用日時を変更しようとするときは、使用日の前日までに物品使用者の承認を受けなければならない。この場合において、一時使用者は、別紙様式４により変更した日時を報告しなければならない。

６ 使用許可の取消し等について
国立大学法人福島大学経理責任者は、一時使用者が国立大学法人福島大学物品一時使用内規に違反し、又は物品の使用に重大な支障を生じさせたときは、使用の許可を取り消し、又は使用を停止させることがある。
７ 免責について
本学は、物品の使用によって一時使用者に生じた損害について、一切の責任を負わないものとする。
また、物品を一時使用した場合、本学はその得られたデータ等を保証しない。

８ 損害賠償について
一時使用者は、故意又は過失によりその使用に係る物品を滅失し、又は損傷したときは、その損害を賠償しなければならない。
９　研究成果の公表について

一時使用者が、論文等によりその成果を公表する場合は、物品使用者を当該論文等の
共著者とするか否かについて、物品使用者と協議するものとする。また、本学において一時使用等を実施した旨の謝辞を記載しなければならない。
10　名称の使用許可について

　　一時使用者は、「９　研究成果の公表について」により論文等において謝辞を記載する場合を除き、本学の名称を使用する場合（本学が特定される表現がある場合を含む。）には、あらかじめ本学の許可を得なければならない。
11　知的財産権の取扱いについて
　　一時使用者が物品の一時使用に伴い発明等（一時使用者が共同開発者として物品使用者と共同で開発した新規手法を用いた発明等に限る。）をした場合には、速やかに物品使用者に通知し、その取扱いについて協議するものとする。

●使用する上での特記事項
別紙様式３（学内外利用共通：複数日の使用を予定している場合）　
　　　　　年度　　　
	申請
	一時使用者(申請者)　　　　　　　　　

	使用日時、回数及び時間（予定）

	1
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	13
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	2
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	14
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	3
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	15
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	4
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	16
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	5
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	17
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	6
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	18
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	7
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	19
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	8
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	20
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	9
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	21
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	10
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	22
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	11
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	23
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	12
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	
	計
	　　　　　回
	時間


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙様式４（学内外利用共通）
福島大学物品一時使用実績報告書
　　年　　月　  日
　福島大学使用責任者　殿
一時使用者(申請者)　所属　　　　　　　　　　 氏名　　　　　　　
※学生が一時使用する場合は、指導教員が報告者となってください。
※使用者が複数人いる場合は、名簿(様式任意)を併せて提出してください。
ただし、申請時から変更が無い場合は提出不要です。
物品を一時使用しましたので、国立大学法人福島大学物品一時使用内規に基づき、下記により報告します。
記

	使用物品等
	物品No：

物品名：

物品使用者：
使用場所：

	使用日時、回数
及び時間
	□  下表のとおり
※別紙様式３で申請した場合は「下表のとおり」を選択
□  　　　　年 　　月　 　日　（　　）　　　　 回    　　時　 ～　　　　時（計　　　　　時間）


	使用日時、回数及び時間

	1
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	8
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	2
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	9
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	3
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	10
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	4
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	11
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	5
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	12
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	6
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	13
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）

	7
	月　　日　（　　）
	回
	時 ～　 時
（　　　時間）
	
	計
	　  　回
	時間


※行が足りない場合は、追加してください。
＜担当者使用欄＞
物品使用者実績確認　　                              　　　　        
物品使用者は、「装置使用」又は「技術代行」時における「支援」又は「測定・試験」の実施者を選択してください。
□教職員　□学生（「学外利用」時、学生を選択した場合は、謝金の支払いが必要です。）
以下、担当事務室が記載する。

【学外者の場合】　　　
	１時間単価
	　　　　円
	請求金額（後納）
	　　　　　円


【学内者の場合】
	１時間単価
	　　　　円
	差引金額（後納）
	　 　　 　円


※差引財源及び差引後の配分先は、「別紙様式1」のとおり。
学生が使用する場合は、①事前に本学が主催する講習の受講を必須とする、②物品使用者が大学にいる日のみ使用可能とする。











